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 従来, 女性の間脳下童体卵巣系の老化は卵巣か らは じまる と考えられて来た。 然るに神尾 らの
 老化ラノ トと成熟ラツ ト間の卵巣交換実験 でも老化卵巣必ず しも老化 してない事 が実証された。
 それ故性 器系の老化 では間脳が卒先 して老化 していく可能性 が大きいと考えられ る。 他方, 老化
 勝 蒐、 と しては従 来血管 硬 化 が重要視されて来たが, 初老期間脳 では 血管硬化な ど殆んど認め
 られない。 の て薯 者は間脳に 潜ける老化は何に よつ て表現 し得るか を求めて以下の実験 を行った。
              実験材料と方法
 材料はWi8 t漉r 系ラントを用 1/・, 生後1～2 ヵ月の幼若群, 6～18ヵ月の成熟辞, 24ヵ
 月以.と で膣 胎脂 を調べ性周翼.弩 の消失 した初老群に わけ, 間脳に 於けるエネ ノレギ 一代謝。呼吸代謝
 を知る目的でクエノ酸サくク ルに1菊」璽しノたコハク酸脱水素酵素。乳酸脱水素酵素及 ひINAD Di-
 a.phorase, 呼吸酵素の チトクローム酸化酵素, 更に五炭糖形成に関連する グルコース6燐融菱
 撹水素酵素について各々三h ・1hユa8 (1957』 同 (1 958) Becker & NovikOff
 (1 960) ・ Bur3to二1∂ r1 960),Nach■as (1 958)・ の方法を用 いヨ 組織 の酸 化還元
 r乍用に重要な意義を右 1.. 又投与銅 塩によって賦活されるといわれる間脳の銅 ¢) 加令 変化 を岡 本。
 宇多村法 で, ま た間脳の 神碍機諺及 び蛋白代謝の 一部をうかがい知る目的 で核酸 をKurnick
 のメチールグリーンピロニモ/法を胴い比1鮫検討した。
実験成嶺
 コハク酸脱 水素酵素。チ トク・一 ム酸化酵素 で視 索上核。室 勇核に於 て加金 ととも に僅 かに活
 性の高まる傾向を認めた以外とくに老化所見とすべきものは吾忍められなかった。 グルコース6燐
 酸脱水素辞素については老化群 では 成熟1÷詳よ 1穐 挽 昧及び配索上鞍 に於 て僅かに活性 低下 を示 し, 海
 馬 の透明解 では老{僻 でや ～活性 が高誉っていた。 寵愛脱水素酵素・聾AD ⊃i巳phor包8e につ レ、
 ては幼若群と 比べ成熟。老化詳 で硯 索上核 ・室労咳で活柱 が増加 したが後2 者間 に著 差は 認めな
 かった。 ラツ ト脳の銅は脳室周催 層・ 例月函室内 側¢)海馬釆, 手綱核に沈著 が認められたが脳室周,
 囲層では老化 ラツ トに中等度乃至高度の沈着 を認め, 成熟ラットに軽度 ～中等度の沈著 を認めた
 が生後180 ～210 Ei の成熟ラットでは謹めて軽度の沈着 しか 認め られ ず幼 若群 では全く認め
 られゐかった、, 海馬釆では老化群には軽度から中等貰の沈著, 成熟絆でぱ軽度の沈着かあったが
 幼 二苔膵 では全く 百恵め られ 左かつた壱 手綱核 では老化及 び成熟弾に極めて;塵度から軽度 の銅 沈着が∫
 参ったが幼若飾 で1改 認められなかった。 間脳の融融核に於てDNA を示すメチールグリーン染色
 耐、tほ 壕一様 であ り加 令に よる差異は 認め難かった。 又細ll包 慨RNA を示す ビ・ ニ ノ染 色性は大
 ll}!皮質。諒、馬。喧 労骸。視索土桜 で強く, 視床。視床下部の細胞 がこれに続いて強かった。 大脳
 r 20て ・一 ・
 艮箕。海、馬 では老化とともにピ・ニン染色性 が僅かに減少 し, 視床及 び視床下部でも老化群 での
 減少を認めた。 反対 に至労薇。掘 索上 笈 では加令 ととも に ピ・ ニ ン染 色性 が増加 した。
              考察
 性腺系老化 が原発す る間脳には老化によって如何なる変化 が起るか を見た訳 であ るが細泡 質
 RNA及 ひグルコース6燐酸 脱水素酵素活性の減少 を認め 核酸 合成の変化が存在することは明 ら ・
 か である。 これは老化間脳に於てRNAが減少する という矢 島が仕 学的に 定量 した成績とも 一致
 する。 笹野は老化間脳 で酸 素消費量が高まって いる 事を認めてい る.が視索 上核。室勇核でコハク
 酸脱水素酵素 ・チ トクロー ム酸化酵素の活 恒三 がや、高ま つていることはそれ と関 連があるのかも
 知れない。 初老期に入ると視索上核。宝勢核のRNAが増加している事は更年期にゴナドト・ピ
 ンの分泌 が亢進 している事と関係があるものと考えられる。 一 方銅が染色される脳室周幽 層はチ
 トク・一 ム酸化酵素活性の殆ん ど無い部分 であ り, この鋼 と組織呼吸 との関係はないものと思わ
 れ る。 従て, 老化間脳 で何故に痢 が増量するか と言う事については更に今後 の検討 が必要であ る。
 HolbrOO冨⊂ よれば書し甥食餌 で血清銅濃度は 変動するが脳鋼濃度は 変動せ ず銅 塩静注 で脳銅が
 増えろと言っている。 Harman は 老化と伴に爬満期濃度がゴ賛加 している蔀を報告 してかり, こ
 れが長い闘に間脳、,詞増加を来 し骸炭の合成に影響を与瀦.ることも推測される。 著 老は以上間脳老
 化所見を指標として.老化阻止物質の開発 を糞めつつある。
結 蛮鯉口
 性線系の うち で最も早く老化がは じまる と推定される間脳の老化変化 を知るために初老期ラッ
 ト間脳 の酵 素群 ・銅。核酸な どについて組織化 学的に検 索し以下り成績 を得 た。
 1, 初老期間脳でグルコース6燐1旨羨脱水素酵素の軽い活性低下とそ:tl 索圭.核。量労咳でのコハク
 酸脱水 素酵素。チ トク ・一 ム酸化酵素の軽い活性上昇を 認めた以外若樹 力酵素活性の 憂化は認め
 られなかった0
 2、 加令と伴に第ろ脳室周囲 屠, 海馬 釆・ 手綱核に銅の沈著が高 “ま つた。
 ろ. 老化間脳細胞 質R NAの誠少と税 索上鞍 ・霊熱核でのRN ノ㌧ の増 !lllを忌めた。
 一 202 一
 審査結果の要旨
 著者の属する教室では性中枢を含む間脳の老化とその阻止法について研究 して来たが, 老化判
 定基準の決定に問題 があるので, 著者は間脳老化 を研究するために使角 し得るような組織所見を
 求め て, この研究がなされている。 なむ, 一・般にに老化所見と して, 血管の老化すなわち血管硬
 化がとりあげ られて来たが, 初老期ゐ 間脳では血管硬化 を認められることはない。 また, 著者の
 属する教室で採用 して来た, アク リジン・オレンジ 染色によって発色す る二 次螢光観 察法 には,
 観察中に退色 して行く欠点などもあるので, 著者の研究が必要となったものである。
 ラントを, 生後1～2ヵ月の幼若群, 6～18ヵ月の成熟群, 24ヵ月以上で膣脂垢に性周期
 のなぐなった もの を老化群と し, それぞれの間脳につき組織化学的検索を行っている。 その成果
 は次の如くである0
 1) コ・・ク酸脱 水素酵素を Nach■ag 法・ チトタ・一ム酸化 酵素を Bur8tOn e法で検索 し
 たが視索上核・ 室労咳に紛いて加令とと もに僅かに活性の高まる傾向を認めたが, 求め る老化所
 見とづ一べきものは得られなかった0
 2) グル コース6燐酸脱 水素 酵素を Nachla8 法で検索 した成績 では, 老化群の視床蔚よび
 視索上核 て僅 かに活性低 下, 海、馬透明層 では活性がやや高まっていた。
 5) 乳酸脱水素酵素をNacぬ1a8 法, NAD-Di ap五〇 ra8e をBecker らの法で検索 し
 たが, 老化群の視索上核・室勇核 で活性増加を認めたが, 老化と 成熟との間に差異がなかった0
 4) 銅を岡本一宇多本法で染色をするに, 脳室周囲層で老化群の方が銅沈着度が強かった。 幼
 若群では全 ぐ沈着がなかつ た0
 5) 核酸をKurnic kのメチールグリーンピロニン 法で染色 した。 間脳細胞のD四A には加令に
 よる差異はなかったが, 老化群のRRA は視床誌よび視床下部にむいて減少した。 な卦老化群
 RNA は海馬でも僅かながら減少した。 反対に室労核・視索.上核などでは加令とと もに RNA が
 増加する のを認めた。
 以上, 間脳の銅およびRNA の検索により老化程度を判定することが可能であることを示 した
 ものであり, 学位 授与に価する ものと判定 した。
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